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室主A2 65語以トの人「では里u.

の場合第 l号被惇蹟者 (65歳以上の人)

昼前..与盆が月創I万5千1'1(勾甑'"万円}以上の人" 年金治ら天引"札ます{特別後

収九年金舗が月額 I 万 5 fl'I (~ド甑 '"万 J引に.，.ない人 " 口座綴曾などiよって .別t市

i納めても<，"tす{倍遁徴収1.

-納め方

保険削 t主んでいる市町村のトピス捕に応じて市町村め条例吋めら叫す.醐付

ムへルパ~どが多〈 ゆ ピスが党案している市町村で1:<<験終"懲銅'"高くな旬 伶

ピス押ない市町村では依〈金円九社保険刷所得時ヒて酬測に分けられけ.

-保晴料

園!)n:;;r¥され佐保険制撃の..

畿判事綱xu

被"欄JIJ I何時雇伸一ピスに笹酌酬のう九 ω制上の人の保険"で附-t---($5H: 

ωIil:l:U;の人2担割った"開会舗で市で闘します.
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第2号被探険者 (40歳-64歳の人)の場合

医療保険の保険れとしでー錯しで納めます

保険れは 仇後保険の傑険料どしてー話して厳取され 区僚保険"から介薫給付貸納付盆として
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ふまえ俊界零細の実現 干向けて次のよっな鑑しを行います.
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ごみの分別服隼に協力してください

快適で安全忽生活頭演を守り 荷台主輝t滞とTよるもののリザイクルそ促通するた位Lごみ

の分月収集に箇力をお願いします.今回ほ ごみや再隼資ヨ療を分別して鱗出~るときの注

意点を紹介します.

。ガラスぴんS色男11無急透明奈色そ¢自)にきちんと分l'て幽してくどきい.

ガラスぴんは 寮め火色調に'1サイクルするた" 色"'うぴん々材質の温うすラスなどが視さると 再生資源左 L
ての醐円阿佐けでな〈 闘したも吋てがリザ 4 クル叫~，会勾，寸

"僻やラムネのぴんは ほとんどが色付なので『そめ値jのぴんに入れて〈ださい また ワイノなどの人き~ぴん

l手 寝かぜてコ〆テナt入れてくだ"

・ 3専ヤ J プや玉窓~~は ，で取れる髄酬で取ってくヌざさいi はずLたもので テラスチック娘，"その他プラス+

ックJ盆民鯛は「鐙やぜない』みjJ凶Lで〈だき，'. 

・耐県ガラスや郵晶 化区晶のぴん&ど"賓が"なるがラス，"鎗や宅t~い

ごみJに幽して〈えきい，

③ "主.ぴんJ憾できるだ ヲ販売底へ返しまし志ヨ

-1仲"んやピ ルぴん1:，i走ってく旬返し使う「ヰ，!.{fA.Jです.できるだけ

調也などの臨港出へ込Lでくださ， " 

輔が取乱し乱、ょうごしまし.う.

『その億テラスチ少クJなどは重きが峰、点的 風に.RI!~ れて集積場の尚辺

にa重視することがあ句ます.ごみ3をどう"くくるなど箇力企".いします

I闇札、台ottJ<lit'i酬率，.，思{密71-3001)資源対S震源 (ft71-9900)，JJ境清貧窮 可隊第商 (包 " ， 

o 1 2)へ.

-・・............................................................
育てよヨ f次代を Jsヨ子どもた雪

夏休み惨 季節約"解敏感b'S 子どもたちはエネルギツンユに行船します.でも大人の

巴には ハラ八ラ トキドキ l亡映ります.地電均み左手さんの温かし、.忽ざしで子どもたちを

宵みましょう.

¥¥  I 

皿、合同】 市制少年柿<ノター (ft33-12821へe

• I敏 山山

向日間同町一，企̂ ・"'，.... -. 

r 1;1;1ょうJtJ"tc州て「おはよう」と叫内

る， とてもす肘がし叫めです .のひと声は

まずあL さつから

?n"'l.¥I叩 h!>-I問団的園 内

「この進ぴ渇 らょっと気に企るねH軍が茂9 て外

から見えに〈い叫 hfcl..た伺身の嗣りを見直し

酬の叫ん山川】できることから制

忽ちま Lょう.

m '-'……配
不 審 狩 蜘 恥 ど 哨 制 蜘 ' " 噌 } や 少 年錨. 

.. ヨ 「急危機安全の寂J防犯佐賀i途絶 L 情桜をみ

λなのものとして酬の帥…，しよろ.

-ム立l:0(7)11" [i，j三位立ill!

"ご帥刊を効げあい泡蜘ネットヮ一列挙句

。~..， tLJ1. 少時制高刊行令でいる刷。

鵬吋問。笛1);し，しぷう . 人ひと川

れ子どもたちの笹川時つ舎が旬ます
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， 9 9水と線とまぼろぱフ工スヲ

Iステージイベント1
7月24日.il
.才一プニングセレモニー

"ハロー特品川ミッタワールド(鵬割引

1回目，可前l陣争守

2hl1Uti守僚4時

時 国的ルトラクイズ

・.隠ろぱ受理ヌテージ

制 剛 の会

畳養うγ2玉術移ヤ校吹奏，製鋼略

岬コーラλ

コール."
主制ぎつ〈句会ら:堂、少，少交合剛M

・記念式典
惨醐 倉 家般 会賞品川院です

7月258凋
".彊.んでも量定図J川被 2時テレピ公開緑肉}

砂知書金 勺クワク ドキド専の禦しL舗道会?す

同日同t>*d.J;

布目タムイベント
と舎 71120・I.niJ'r前K齢午後5時

"司併前岬~午後3時"分

.'目白刷{閉山町}ところ
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